


いま、世界的に抗菌薬などが効きにくい菌（薬剤耐性菌）の問題が注目されています。厚生労

働省では、薬剤耐性を食い止めるための対策を講じており、ホームページでもその内容がご

覧頂けます。

薬剤耐性菌が生まれる背景には、抗菌

薬などの過剰使用があります。例えば、

普通の風邪に対する抗菌薬の処方や、

幅広く色々な菌に効く薬剤（広域抗菌

薬）の長期使用などがあげられます。

どんな菌によってあなたの体の調子が

悪いのかを調べ、その菌に一番よく効く、

できるだけ狭域（広域の反対で、比較的

限定された菌のみに有効な薬剤）の薬

剤を処方するための一つの重要な手段として、血液培養検査を行う意義があるのです。

適切な血液培養検査は、薬剤耐性菌を減らすことにもつながる重要な検査になります。

【薬剤耐性（AMR）対策について/厚生労働省】

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000120172.html

どうして、

正しい抗菌薬を使用する

必要があるのですか？
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